
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 測定する直前に試験紙 

を取り出し、予め用意 

したティッシュペーパー 

の上に置きます。 

②PC 上のアプリを立ち 

あげた後に装置の電源 

ボタンを長押しして電源 

を入れます。 

 

① 紙コップに出した精製水を 

患者さんに口に含んでもらい、 

10 秒間しっかりとうがいを 

した後、紙コップに戻して 

もらいます。（測定資料の準備） 

 

③ 測定ボタンを押し、カルテ番号 

と患者氏名を入力して[OK]ボタ 

ンを押します。 

（生年月日・年齢・性別は任意） 

 

⑤ 紙コップ内の試料をスポイト 

で軽くかき混ぜて撹拌します。 

 

⑥気泡が入らないように注意

しながら試料をスポイトで

吸引します。 

⑦ 試験紙の 11 個のパッドの

中央に１滴ずつ試料を滴下

します。 

できるだけスピーディに

滴下を行って下さい。 

⑧ 11 個目のパッドへの滴下

後、すぐに装置の右下にあ

る[開始]ボタンをタッチし

ます。 

⑨10 秒のカウントダウンが始

まりますので、試験紙を垂直

にして余剰液をテッィシュ

ペーパーで吸い取ります。 

⑩10 秒経過の『ピッ、ピッ、

ピー』という音が鳴った後、

30 秒以内に装置のカバーを

開け、試験紙を装置の試験紙

ホルダの溝に合わせてセッ

トします。 

 

⑪装置測定部のカバーを閉めます。 

  ↓ ↓ ↓ 

5 分後、測定結果が PCに表示 

されるので、表示タイプとコメ 

ントを選び〔次へ〕を押します。 

⑫[印刷]ボタンを押すと、 

 検査結果が印刷されます。 

 

あまり動かさず、じわーっと 

余剰液を吸わせるようにしましょう。 

一気に点着できるように、できるだけ

多く吸引すると滴下しやすいです。 

 

逆になると測定画面にいけない 

ことがあるので注意！ 

意！ 


